
ム
が
思
い

浮
か
び
ま

す
が
、
こ

ん
な
に
エ

コ
な
水
力

発
電
を
聞

い
た
事
が

あ
り
ま
す

か
？ 

自

然
を
生
か

し
た
先
人

の
知
恵
に

畏
敬
を
感

じ
ま
す
。 

そ
の
恩
恵
で
九
月
十
日
で
創
業
百
三
十

六
年
目
を
迎
え
る
弊
社
で
す
が
、
日
本
酒

も
考
え
て
み
る
と
、
と
て
も
エ
コ
で
す
よ

ね
。
地
元
の
農
家
が
冬
場
の
仕
事
の
無
い

と
き
に
酒
造
り
を
や
る
労
働
力
エ
コ
・
原

料
米
は
地
元
で
調
達
で
き
、
精
米
を
如
何

に
白
く
し
て
も
糠
は
飼
料
、
白
糠
は
上
新

粉
で
す
か
ら
お
菓
子
の
原
料
に
使
わ
れ
捨

て
る
部
分
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
ま
け
に
地

元
資
本
で
給
料
し
か
地
元
に
落
ち
な
い
誘

致
企
業
と
違
っ
て
、
法
人
税
等
全
て
が
地

元
に
還
元
さ
れ
ま
す
。 

 

地
元
農
家
へ
の
貢
献
も
大
き
く
、
日
本

の
食
文
化
を
守
り
、
さ
ら
に
世
界
へ
の
日

本
文
化
の
ピ
ー
ア
ー
ル
に
も
貢
献
し
て
い

ま
す
。
日
本
酒
が
売
れ
る
と
、
良
い
事
が

沢
山
あ
り
ま
す
ね
。 

 

ミ
ナ
サ
ン
!!
是
非
ご
支
援
く
だ
さ
い
。 

 

 
 
 

母
な
る
鳥
海
山 

代
表
取
締
役
社
長 

大
井
建
史  

 

麗
峰
鳥
海
山
。
標
高
２
２
３
６
ｍ
東

北
第
二
の
高
峰
。
秋
田
と
山
形
の
県
境

に
位
置
し
、
太
古
よ
り
信
仰
の
山
と
し

て
開
け
て
い
ま
し
た
。
今
年
大
物
忌
神

社
な
ど
が
国
指
定
の
史
跡
に
認
定
さ

れ
、
そ
の
重
要
性
が
さ
ら
に
認
め
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。
出
羽
富
士
と
も
呼
ば

れ
る
秀
麗
無
比
な
る
鳥
海
山
は
、
そ
の

広
大
な
裾
野
に
母
な
る
山
の
恵
み
と
し

て
、
田
畑
に
水
を
満
た
し
、
海
で
も
魚

介
類
へ
栄
養
を
与
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
登

山
口
に
あ

る
弊
社
で

は
、
こ
の

鳥
海
山
を

仕
込
み
水

と
な
る
伏

流
水
の
水

源
と
し

て
、
そ
の

広
大
さ
と

抜
群
の
環

境
を
体
感

し
て
頂
こ

う
と
、
こ

の
十
年
間

に
渡
り

「
水
源
探

索
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
お
こ
な
っ
て
参
り

ま
し
た
。
二
年
前
に
は
探
索
コ
ー
ス
の

元
滝
と
出
壺
が
「
平
成
の
名
水
百
選
」

に
認
定
さ
れ
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
証

明
さ
れ
ま
し
た
。 

元
滝
は
上
流
に
川
の
な
い
滝
で
、
岩

肌
か
ら
出
る
滝
そ
の
も
の
が
鳥
海
山
の

湧
き
水
で
あ
り
、
夏
で
も
ひ
ん
や
り
と

し
た
そ
の
水
辺
は
、
オ
ゾ
ン
一
杯
の
安

ら
ぎ
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
出

壺
は
写
真
の
よ
う
に
突
然
そ
の
場
か
ら

川
が
始
ま
り
、
数
多
い
湧
き
水
の
中
で

も
大
変
大
き
く
毎
分
七
ト
ン
の
湧
水
量

を
誇
っ
て
い
ま
す
。
近
辺
の
湧
き
水
と

あ
わ
せ
る
と
毎
分
百
ト
ン
に
も
な
る
湧

水
は
、
導
水
路
を
流
れ
ダ
ム
の
無
い
水

力
発
電
を
可
能
と
し
、
横
岡
第
一
・
第

二
発
電
所
と
し
て
、
大
正
・
昭
和
初
期

か
ら
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
出
壺
の
あ
る
獅
子
ヶ
鼻
湿
原

の
近
く
に
は
、
昭
和
初
期
に
作
ら
れ
た

日
本
初
の
温
水
路
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
農
業
用
水
と
し
て
使
用
す
る
た
め

に
、
水
深
を
浅
く
し
川
幅
を
広
げ
、
段

を
付
け
て
空
気
を
巻
き
込
む
事
に
よ
っ

て
温
度
を
上
げ
る
た
め
の
工
夫
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
鳥
海
山
の
麓
に
開
拓
団

等
の
努
力
で
広
大
な
田
畑
が
出
来
ま
し

た
。 

 

知
れ
ば
知
る
程
そ
の
恩
恵
は
膨
大
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
水
力
発
電
と
言
う

と
、
莫
大
な
予
算
を
か
け
た
広
大
な
ダ

天寿酒造株式会社 
〒015-0411 
秋田県由利本荘市矢島町城内字八森下117 
 TEL 0184-55-3165   FAX 0184-55-3167 
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『敬老の日』 

       お祝いプレゼント 

 先着で米寿の方 
88名様に 

天寿｢百年｣720ml 
１ 本 プレゼント 

天寿「百年」本醸造720ml 

 ご意見、ご感想をおきかせください。 
日本酒についてもっと知りたい方、天寿についての情報
を知りたい方、ご連絡をお待ちしております。 

●E-ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  ･･････ info@tenju.co.jp 
●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ････http://www.tenju.co.jp 
●ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ ････････0120-50-3165 
●F A X ･･････････ 0184-55-3167 

★蔵見学希望の方は、準備等の都合がございますので事 

  前にご連絡下さい。 
 

★蔵元通信（2ヶ月に1度奇数月に発行予定）希望の方は 

 ご連絡下さい。無料 
 

★メールマガジン（天寿情報）希望の方は、E-ｍailで 

 
 
 

「
純
米
吟
醸 

鳥
海
山
」 

 
 
 
 

Ｉ
Ｓ
Ｃ
銀
賞
受
賞
！ 

 

２
０
０
９
年
７
月
13
日
（
月
）
、
東
京
・
港

区
の
シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
東
京
に
お
い
て
、
国

際
的
日
本
酒
コ
ン
テ
ス
ト
、
第
３
回
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
サ
ケ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

純
米
大
吟
醸
の
部
で
は
最
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な

価
格
で
あ
ろ
う
「
純
米
吟
醸 

鳥
海
山
」
で
銀
賞

を
、
純
米
の
部
に
出
品
し
た
「
天
寿 

純
米
酒
」

は
銅
賞
を
獲
得
い
た
し
ま
し
た
。 

「
純
米
吟
醸 

鳥
海
山
」
は
花
酵
母
由
来
の
フ

ル
ー
テ
ィ
ー
な
吟
醸
香
と
す
っ
き
り
し
た
飲
み
口

で
、
昨
年
に
続
き
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
農
大

花
酵
母
の
商
品
開
発
に
長
年
挑
戦
し
て
き
た
蔵
元

と
し
て
、
大
変
名
誉
な
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
「
天
寿 

純
米
酒
」
が
、
個
性
的
な
商
品

群
の
中
で
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
生
真
面
目
酒
質
が

評
価
頂
い
た
事
も
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
機
会
に
是
非
お
買
い
求
め
い
た
だ
き
、
世

界
基
準
の
旨
さ
を
お
試
し
下
さ
い
。 

 

 

米
寿
の
方 

八
十
八
名
様
に 

 
 

銘
酒
「
天
寿
百
年
」
プ
レ
ゼ
ン
ト 

 

 
 

 

今
年
も
敬
老
の
日
（
９
月
21
日
）
が
近
づ
い
て
参
り
ま
し
た
。

米
寿
を
迎
え
ら
れ
ま
す
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
天
寿
酒
造
㈱
で
は
創
業
百
周
年
を
迎
え
た
昭
和
49
年
以
来
毎
年
、

地
域
の
皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
銘
酒
「
天
寿
百
年
」
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
年
も
左
記
の
要
領
に
て
開
催
い
た

し
ま
す
。
ご
応
募
は
ご
本
人
は
勿
論
、
お
子
様
、
お
孫
様
、
ご
親

戚
、
ご
友
人
等
、
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。
『
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
』
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
応
募
要
領
を
ご
確
認
の
上
、
ど
し
ど
し

ご
応
募
下
さ
い
。 

 

●
応
募
要
領 

応
募
者
氏
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

米
寿
者
氏
名
・
郵
便
番
号･

生
年
月
日
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
Ｅ
メ
ー
ル
又
は
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
応
募
下
さ
い
。 

●
米
寿
対
象
者 

大
正
10
年
４
月
〜
大
正
11
年
３
月
生
ま
れ
の
方 

●
応
募
締
切 

平
成
21
年
９
月
17
日
必
着 

〒
〇
一
五
―
〇
四
一
一 

 

秋
田
県
由
利
本
荘
市
矢
島
町
城
内
字
八
森
下
一
一
七 

 

天
寿
酒
造
株
式
会
社
「
こ
の
酒
で
百
歳
ま
で
」
係 

 
 

(左) 純米酒 (右) 純米吟醸 鳥海山 
720ml 1,260円   720ml 1,680円 



    
 

 

東
京
農
大
花
酵
母
研
究
会
の
「
Ｎ
Ｄ
―

４
酵
母
」
を
使
用
し
、
弊
社
自
慢
の
「
天

寿
酒
米
研
究
会
」
産
美
山
錦
１
０
０
％
で

醸
し
上
げ
た
、
香
り
高
い
ふ
く
ら
み
の
あ

る
純
米
吟
醸
「
ひ
や
お
ろ
し
」
を
発
売
致

し
ま
す
。 

 

こ
の
季
節
な
ら
で
は
の
旬
の
お
酒
を

ご
堪
能
下
さ
い
。 
 

尚
、
数
量
限
定
の
為
、
品
切
れ
の
際
は

ご
容
赦
下
さ
い
。 

+1.5 
1.3 
1.0 
ND-4    
15.3  
60％ 
美山錦100％ 

●日本酒度 
●酸  度 
●アミノ酸 
●使用酵母    
●ｱﾙｺｰﾙ分  
●精米歩合   
●原 料 米 

限定1000本 限定500本 

 
 

 

天
寿
大
吟
醸
雫
酒 

 
 

『
鳥
海
の
雫
』 

 
 
 
 

10
月
１
日
限
定
発
売 

 
 

 

大
吟
醸
フ
ァ
ン
の
皆
様
、大
変
お
待
た
せ

い
た
し
ま
し
た
。 

 

今
年
の
３
月
に
袋
吊
り
で
自
然
落
下
さ

せ
た
お
酒
を
ビ
ン
火
入
れ
し
、こ
の
時
期
ま

で
低
温
で
熟
成
さ
せ
た
、鑑
評
会
出
品
酒
と

全
く
同
じ
扱
い
の
お
酒
で
す
。 

 

数
量
僅
少
の
た
め
、
ご
予
約
優
先
と
な

り
ま
す
。
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
品
切
れ
の
際
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。 

1800ml 
10.500円（税込） 

720ml 
5.250円（税込） 

10月1日発売 

●日本酒度 
●酸  度 
●アミノ酸 
●使用酵母    
●ｱﾙｺｰﾙ分  
●精米歩合   
●原 料 米 

+2.0～+4.0 
1.1～1.3 
0.7～0.9 
自社保存株   
16.0～16.9 
35％   
山田錦100％ 

限定500本 限定150本 

1800ml 
2,835円（税込） 

720ml 
1,418円（税込） 

9月3日発売 

 

◆
◆
◆ 
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内 

◆
◆
◆ 

 

◎
「
本
荘
・
由
利
の
地
酒
を
楽
し
む
会
」 

 

日
時
10
月
２
日
（
金
）
本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル 

 

開
宴
６
時
３
０
分 
会
費
３
，
０
０
０
円 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
制) 

 

各
蔵
自
慢
の
大
吟
醸
・
純
米
酒
な
ど
が
た
っ

ぷ
り
と
飲
み
比
べ
で
き
ま
す
。 

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
天
寿
酒
造
へ 

 

◎
き
き
酒
選
手
権
大
会 

秋
田
県
予
選 

同
日
開
催
「
ひ
や
お
ろ
し
で
乾
杯
す
る
夕
べ
」 

 

日
時
10
月
４
日
（
日
） 

秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル 

 

開
会
１
時
３
０
分 

会
費
２
，
０
０
０
円 

 

き
き
酒
選
手
権
の
後
、
「
ひ
や
お
ろ
し
で
乾

杯
す
る
夕
べ
」
を
行
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加

下
さ
い
。http://w

w
w

.osake.or.jp 
 

主
催 

秋
田
県
酒
造
協
同
組
合 

 

電
話
０
１
８
‐
８
６
３
‐
６
４
５
５ 

 
E

-m
ail 

info@
osake.or.jp 

 

◎
日
本
酒
天
国
２
０
０
９
東
京
大
試
飲
会 

 

日
時
10
月
23
日
（
金
） 

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル 

 
 
 
 
 
 

５
Ｆ
コ
ン
コ
ー
ド
ボ
ー
ル
ル
ー
ム 

 

第
一
部
（
夕
方
の
部
）
15
時
〜
17
時 

 

第
二
部
（
夜
の
部
） 

18
時
30
分
〜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20
時
30
分 

 

入
場
料  

お
一
人
様  

４
，
０
０
０
円   

 
 
 
 
 

（
税
込
み
・
特
製
折
り
詰
め
付
き
）     

 

定 

員  

１
，
０
０
０
名 

 

 

詳
し
く
は
日
本
名
門
酒
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

http://w
w

w
.m

eim
onshu.jp  

純
米
吟
醸
『
ひ
や
お
ろ
し
』 

季
節
限
定
酒 

お 酒 の 
NEWS 

 
 

呑
切
り 

8
月
27
日
局
や
県
の
技

師
を
迎
え
、
新
酒
の
酒
質

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す 

え
て
い
た
が
、
品
質
の
評
価
、
販
売
計
画
、

新
市
場
の
開
拓
等
が
効
果
を
上
げ
、
日
本
の

高
度
経
済
成
長
の
波
に
も
乗
っ
て
飛
躍
的
に

業
績
が
伸
び
て
い
っ
た
。
彼
が
退
職
す
る
平

成
三
年
に
は
製
造
数
量
で
実
に
３
８
０
％
、

販
売
数
量
で
八
千
七
百
石
（
３
５
０
％
）
に

達
し
た
の
で
あ
る
。
（
四
―
四
先
述
） 

年
毎
に
増
え
る
製
造
量
、
尻
を
叩
か
れ
る
よ

う
に
急
ぐ
製
造
設
備
増
設
、
建
物
の
拡
張
、

（
五
―
六
・
五
―
七
）
蔵
人
の
増
員
と
教

育
、
そ
の
大
き
な
変
化
の
中
で
私
の
良
き
相

談
相
手
と
な
り
製
造
部
門
を
し
っ
か
り
支

え
、
先
代
の
「
売
れ
る
酒
を
」
の
付
託
に
応

え
続
け
て
く
れ
た
中
野
杜
氏
の
功
績
は
計
り

知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。 

 

彼
は
六
十
才
定
年
に
こ
だ
わ
り
、
会
社
の

強
い
慰
留
に
も
拘
わ
ら
ず
平
成
三
年
三
月
後

進
に
道
を
譲
っ
た
。
退
職
後
は
杜
氏
と
し
て

他
社
に
移
る
こ
と
も
な
く
、
山
内
村
の
農
協

組
合
長
や
村
会
議
員
な
ど
を
歴
任
、
社
会
公

共
に
尽
く
し
、
現
在
横
手
市
山
内
に
健
在
で

あ
る
。 

杜
氏
の
系
譜
（
12
） 

 
 
 
 

  

代
表
取
締
役
会
長 

 
 
 
 
 

    

六
代
目 

大
井 

永
吉 

 
 
 

先
号
で
中
野
杜
氏
の
蔵
入
り
は
単
身

だ
っ
た
と
述
べ
た
が
、
私
の
記
憶
違
い
で

実
は
麹
師
一
人
を
連
れ
て
の
蔵
入
り
だ
っ

た
。
昭
和
三
十
八
年
十
月
杜
氏
と
し
て
蔵

入
り
し
た
時
は
、
麹
師
、
酛
師
、
釜
屋

（
蒸
米
係
）
な
ど
五
人
の
部
下
を
連
れ
季

節
労
務
の
チ
ー
ム
と
し
て
の
蔵
入
り
だ
っ

た
。
前
年
の
造
り
を
「
頭
」
と
し
て
過
ご

し
た
経
験
か
ら
、
地
元
の
蔵
人
の
技
量
を

把
握
し
総
合
戦
力
を
判
断
し
た
彼
は
、
杜

氏
と
し
て
責
任
を
負
う
か
ら
に
は
自
分
の

手
足
と
し
て
働
け
る
、
そ
れ
な
り
の
腕
を

も
っ
た
蔵
人
が
必
要
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
特
に
先
代
社
長
か
ら
﹇
売
れ
る
酒
を

造
っ
て
く
れ
﹈
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
杜
氏
と
し
て
の
最
初
の
造
り
に
は
相

当
の
覚
悟
を
も
っ
て
臨
ん
だ
よ
う
だ
っ

た
。
（
後
日
談
） 

 

彼
は
私
と
同
年
の
昭
和
六
年
生
ま
れ
、

当
時
三
十
二
才
の
若
さ
で
の
杜
氏
昇
進
は

早
い
ほ
う
だ
っ
た
と
思
う
が
、
温
厚
篤

実
、
責
任
感
強
く
し
っ
か
り
し
た
性
格
、

当
初
は
地
元
の
蔵
人
や
社
員
と
の
融
和
に

気
を
使
っ
た
よ
う
だ
。
杜
氏
に
は
技
術
的

な
こ
と
に
兎
角
自
分
の
考
え
を
押
し
通
す

命
令
型
が
多
い
中
で
、
彼
は
蔵
人
個
々
の

良
さ
を
引
き
出
し
、
総
合
的
に
力
を
ま
と

め
上
げ
る
と
い
う
型
だ
っ
た
の
で
、
部
下

の
信
頼
も
厚
く
蔵
は
次
第
に
「
和
醸
良

酒
」
の
良
い
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

「
酒
屋
萬
流
」
と
い
う
が
、
天
寿
酒
造
に

流
れ
る
花
岡
先
生
の
基
本
的
な
教
え
、
五

代
目
永
吉
や
佐
藤
広
作
前
杜
氏
か
ら
受
け

継
い
だ
良
き
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
そ
れ

ま
で
会
得
し
た
山
内
流
を
加
味
し
、
時
代

の
技
術
を
取
り
入
れ
て
品
質
向
上
に
励

み
、
新
し
い
天
寿
流
を
作
り
上
げ
て
い
っ

た
と
言
え
よ
う
。 

 

品
評
会
・
鑑
評
会
に
お
け
る
成
績
は
、

広
作
杜
氏
時
代
か
ら
県
、
東
北
共
毎
年
の

よ
う
に
優
等
賞
を
受
賞
し
て
い
た
が
、
彼

の
残
し
た
成
績
も
そ
れ
を
上
回
る
立
派
な

も
の
で
あ
っ
た
。 

 

彼
の
最
初
の
造
り
が
評
価
さ
れ
る
三
十

九
年
の
成
績
は
記
録
に
な
い
が
、
四
十
年

に
は
秋
田
県
清
酒
品
評
会
の
優
等
賞
の
中

で
特
に
優
れ
た
も
の
に
贈
ら
れ
る
県
知
事

賞
、
翌
四
十
一
年
に
は
連
続
の
知
事
賞
と

仙
台
局
優
等
賞
、
以
後
退
職
す
る
平
成
三

年
ま
で
、
県
の
品
評
会
で
は
一
回
の
欠
落

も
な
く
連
続
二
七
回
の
受
賞
歴
、
内
、
県

知
事
賞
七
回
、
仙
台
局
優
等
賞
は
十
七
回

受
賞
の
実
績
を
誇
っ
て
い
る
。 

 
全
国
新
酒
鑑
評
会
は
開
催
方
法
に
紆
余

曲
折
が
あ
り
、
な
か
な
か
入
賞
す
る
型
の

酒
を
造
る
の
に
苦
労
し
た
が
平
成
元
年
遂

に
金
賞
受
賞
の
念
願
を
果
た
し
た
。
彼
の

希
望
で
、
ぜ
ひ
全
社
員
に
記
念
の
金
杯
を

と
願
わ
れ
た
の
で
、
秋
田
の
竹
谷
貴
金
属

店
に
依
頼
し
、
皆
で
受
賞
の
慶
び
を
分
か

ち
合
っ
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

販
売
数
量
も
彼
が
入
社
し
た
昭
和
三
十

七
年
に
戦
前
の
販
売
量
二
千
五
百
石
を
超

天寿の歴史 
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中野杜氏 


